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       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

1 釜石支部主要企業訪問   

1 月９日に双日食料水産株式会社様を訪問しました。 
 

 
【安全衛生活動】 
 安全衛生活動の中心は、毎朝
の朝礼です。工場⾧、副工場⾧
から、各作業班への業務指示を
行う際に、安全上の諸注意が行
われています。 
 また、作業班ごとに安全対策
を発表させる等、労働者の自主的な安全対策も強化してい
ます。 

【熱中症対策】 

 夏場の高温下で仕事をする労
働者を対象にスポットクーラー
だけではなく、クールミストを
設置しています。 

少量の水をミストとして、コ
ンプレッサーで空気と一緒に吹
き出す構造となっており、対象
を直接気化熱で冷却化する方式
で、実際に涼しいと労働者から
も好評です。 

スポットクーラーと違い場所
をとらないこと、排気熱が無いこと、スプレー本体はク
リップ止めなので気軽に設置場所の変更も容易です。 

【冬期転倒防止対策】 

 滅多に雪の積もらない工場の敷地です
が、降雪時に備えて融雪剤の準備をして
います。毎年、冬になる前に備蓄の状況
を確認しています。事前の備えは重要で
す。 

【工場内の安全管理】 

・機械の安全対策 

 稼働箇所が多く、労働者の手の指
等が挟まれる危険のある機械は四方
に囲いを設けています。工場内で使
用する機械の安全対策です。 

 

・騒音対策 

 工場内では加工機械が数多く
稼働しています。機械が多く稼
働し、騒音の大きい部屋に立ち
入る場合には、耳栓の着用を義
務づけています。 

・転倒防止（清掃方法） 

 工場の床は、専用の⾧靴でも魚の
脂で滑りやすくなります。デッキブ
ラシで清掃を行うよりも、高圧洗浄
機で清掃する方が、ぬめりが取れ床
が綺麗になります。工場内の転倒防
止に努めています。 

・整理整頓 

 労働災害の防止の基本は、整理
整頓になります。工場内だけでは
なく、倉庫内の資材もしっかりと
整理整頓されています。資材は搬
入、搬出が繰り返されるため、常
時このように綺麗に整理するのは
工場⾧の指導の成果です。 

２ 労働災害発生状況  

【12 月届出の災害事例】 
 木材の伐木現場内の作業道で木材の運搬中に、作業道の路肩から重機ごと転落し、労働者が車外に投げ
出され骨折、打撲を負った。一山残し、ポールの設置等、路肩からの転落防止を徹底し、重機の運転時は
必ずシートベルトを着用させましょう。 

【令和６年 12 月末現在 （前年同期と比較して 11 件（14.9％）の増加）】  
 休業 4 日以上の労働災害 85 件（前年同期 74 件）（新型コロナ感染症に関する労働災害を除く） 

死亡災害 1 件（同 0 件） 
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３ 岩手県の特定（産業別）最低賃金が改定されます。 

４ ２月は「化学物質管理強調月間」です。 

厚生労働省では、産業界における

自律的な化学物質管理活動を推進す

るとともに、広く一般に職場におけ

る危険・有害な化学物質管理の重要

性に関する意識の高揚を図るため、

このたび、「化学物質管理強調月間

（2 月 1 日～28 日）」を創設いた

しました。 

各職場においては、化学物質管理

活動の定着に向けて、この期間に

『化学物質管理』に関する集中的な

取組（点検・措置・意識高揚活動

等）を行いましょう。 

 


